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令和４年度全国学力学習状況調査の結果より 

 全国の中学３年生と小学６年生対象に４月に

行われた全国学力学習状況調査の結果について

お知らせします。この調査は、児童生徒の学力や

学習に関する状況等を把握し、授業や生活習慣

の改善に役立てることを目的としています。今

年度の中学校における教科調査では、国語、数

学、理科の３教科について調査が行われました。三重県では、国語と理科で全国平均に比べ低く、

数学は全国平均を上回る結果でした。本校の３年生の結果は上の表のとおりで、国語、数学につい

ては、全国及び県平均を上回りましたが、理科は全国及び県平均を下回る結果となりました。理科

が県平均や全国平均を下回った理由として考えられるのは、国語や数学と違い理科は３年に１回で

あり知識や技能の活用を問う問題形式に慣れていないことやコロナウイルスの影響でほぼ２年間

実験ができない状況が続いたことも影響し、「理科が好きだ」と答える生徒の割合が全国に比べ１

０ポイント以上少ないことも原因の一つと考えられます。結果の良かった数学では、「数学が好き

だ」と答える生徒の割合が全国平均を２～３ポイント上回っており、生徒の関心と結果の相関がみ

られることがわかりました。今後は、どの教科においても特に全国平均との差がみられた問題を中

心に、生徒の躓きの原因等を分析し、授業改善につなげていきたいと考えています。先日、３年生

に問題と個人の結果もお渡ししました。できなかった問題の振り返りをしてみるとよいのではない

かと思います。 

 また全国学力学習状況調査では、「生徒質問紙」があり、約７０の質問項目がありました。多く

の項目のうち特に全国と本校との差が大きかったものをいくつかを紹介します。 

● 月曜日から金曜日に１日当たりどれくらいＳＮＳや動画視聴をしますか。 

  ４時間以上  本校 ２２．０％     全国 １５．６％ 

 ゲームの時間も同様に４時間以上が２２％ありました。４時間以上ゲーム等に時間を使ってしま

うとどれだけ勉強しても学力の向上は望めないという調査結果もあるそうです。１時間以内にゲー

ム等をセーブできる生徒が最も学力が向上するそうです。 

● 自分にはよいところがあると思いますか。 

当てはまる＋どちらかといえば当てはまる  本校 ７１．２％  全国 ７８．５％ 

昨年度は、全国平均を上回っていましたが今年度は大きく全国平均を下回る結果となりました。

学習の成績や部活動の結果だけではない「よさ」があるのですが、その「よさ」が見えていない状

況にあるのではないかと思います。お互いによいところを探すようにしたいですね。 

● 学校で授業中に自分で調べる場面で、ＩＣＴ機器をどの程度使っていますか。  

 ほぼ毎日  本校 ４７．５％  全国 １２．３％ 

 早い時期に市がタブレットを用意してくれたこともあり、大幅に進んでいる状況となっています。 

 清 流 
 御薗中学校ホームページ  http://www.ise-mie.ed.jp/~misono-j/ 

御薗中だより 

平均正答率 国語 数学 理科

本校 71.0 54.0 47.0

全国 69.0 51.4 49.3
県 68.2 51.9 48.1

令和４年度全国学力学習状況調査



１・２年生のみえスタディチェックの結果より 

 ４月から５月にかけて、１・２年生が第１回みえスタディチェックに取り組みました。ＣＢＴ方

式というタブレットでほとんどの問題の回答を入力する方式で行いました。１年生の結果は、国語

と理科で県平均を３ポイントあまり下回りましたが、数学は、４ポイントあまり県平均を上回りま

した。２年生は、理科と数学で約２ポイント県平均を上回りましたが、国語は約２ポイント県平均

を下回りました。１月には第２回のみえスタディチェックが、国語と数学で行われます。第１回の

結果で正解できなかったところを見直して、第１回を上回る良い成績がとれるようにしていきたい

と思います。なお、現在の２年生が来年度４月に受ける令和５年度の全国学力学習状況調査では、

国語、数学に加え英語の３教科で実施される予定です。 

 

学力調査の結果を受けての本校の取り組みについて 

 全国学力学習状況調査は、新学習指導要領の求める能力を踏まえて作成されています。そのため

この全国学力調査に対応していくためには、新学習指導要領の唱える「主体的・対話的で深い学び」

といわれる授業の形を進めていくことが大切であると考えています。今回の調査においても理科で

全国平均を下回りましたが、新学習指導要領を意識して作成された問題に対して十分に対応できて

いなかったところがありました。本校では今年度は特に主体的・対話的で深い学びの実現に向け、

タブレットや電子黒板等のＩＣＴ機器の利活用について教員の研修も進めています。生徒質問紙に

も表れているようにタブレットの利用などでは、本校の生徒には当たり前のように使用する状況が

あります。この優位性を生かし、今まで以上に効果的に使うことによって学力向上を図りたいと考

えています。また、新型コロナウイルスの感染対策として、話し合いの活動が制限されてきました

が、ワクチンの接種も進んできており、制限が緩和されつつありますので、対話による深い学びに

ついても徐々に進めていきたいと思います。 

 一方、生徒質問紙の自己肯定感についての設問では低い傾向があり、そのことがいろいろなこと

に取り組んでいこうという意欲に結び付いていかない要因にもなっています。同じ様子を表現する

にも「いいかげん」とみるか「おおらか」とみるか、「がんこ」とみるか「信念がある」とみるか

とらえ方にはいろいろあります。周りへのものの見方をポジティブに変えていくことで、自己肯定

感を高めていけるとよいと考えています。 

 本校では以前より家庭での学習の時間が短く、ゲームや動画視聴などの時間が長い傾向がありま

す。今年度も同様の結果となっています。ゲーム等の時間を減らしていくには、親など人に言われ

て制限することを考えがちですが、最も大切なのは自分のことを自分で考えて生活を見直すことが

できる「自律」という部分です。「おやつの誘惑に耐え切れずに食べ過ぎて肥

満になる。」「ゲームやＹｏｕＴｕｂｅがやめられずに生活の乱れがみられ

る。」など現代社会の問題点でもあります。中学校以降の生活も考えた時、

「自律」した生活を送れるようになっておくことは非常に大切なことです。

「自律」した生活を送ることができる人の多くは、自分のことを自分ででき

る「自立」した生活を送れる人が多いように思います。学校生活だけでなく

家庭での生活も大きく関係しているように思いますので、生活面についても

ご家庭でも一度考えてみてもらえるとありがたいです。 


